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科学･技術の進歩は目覚しいものがあるが、その成果
はまだまだ生物の進化には全く歯が立たない。ここで
は、生物進化と科学･技術の進化を比較し、そこから何
が学べるかを考察する。
生きとし生きるものが延 と々繰り広げてきた進化は、

種分化のプロセスの積み重ねにより、無数の生物種を
作り出してきた。生物進化の分類図は、無数に枝分か
れする分枝を持つ１本の巨木のような形状を特徴とす
る（図1）。このような形状は、生物進化のメカニズムが
遺伝子の変異に基本的に頼っているからである。分化
と真逆な「融合」プロセスによる新種の出現は、進化の
初期の例外的なイベント（例えば：細胞核、葉緑素、ミ
トコンドリア等の融合）を除いては、生物界では決して
起ることはない。
一方人類の科学･技術の進化は、「科学的真理」の追

求と、人類社会での有用性の追求という淘汰圧下で繰
り広げられる生存競争を駆動力とする。また科学･技術
の進歩は過去の成果に強く根差した継続的な進化であ
り、生物種の進化と大局的な類似点がある。実はこの
類似性は表面的なものではなく、両者には大変深い関
係がある。
生物は「遺伝子形」とその設計にのっとり作られた「表

現系」（個体）に分けられる。蜂、蟻、蜘蛛、鳥類、そして
ビーバーやヒトなどは精巧な巣を作るが、このような体
外構造物は表現系の「延長」である。高等動物では、こ
の様な体外構造物に関しての情報が、遺伝子ではなく神
経細胞や体外記憶装置に蓄えられる。このような非遺伝
子的な情報は、「ミーム」とも呼ばれる文明を構成する観
念の小単位に分解できる（ミーム〈meme〉は遺伝子
〈gene〉をもじった造語）。ミームも遺伝子同様、環境で

の自然淘汰の対象となり、両者とも、究極の目的は己自
身のコピーをできるだけ世の中に広めるように振る舞う。
我々の科学･技術もミームの集合体に他ならない。この

場合、「種」に相当する単位の定義は厳密には出来ない
が、一般的に使われるXX学、XX技術、といったものを
充当して差し支えない。
しかし両者には少なくとも以下の大きな相違点があ

る： ①遺伝子進化では遺伝子の融合は許されないが、
ミーム進化ではミームの融合は随時起こっている。 ②
遺伝子進化では、有用でない遺伝子はたちまち淘汰さ
れるが、ミームの淘汰は比較的寛容である。 ③遺伝子
進化ではランダムな変異は環境で淘汰されるが、科学･
技術を含む全てのミームの新発想は、まず脳裏ですば
やくスクリーンされ（「考える」プロセス）、その後環境
の淘汰に晒される。 ④科学･技術での進化は、環境の
淘汰圧のみではなく、実験手法を使ったアイディアの淘
汰が重要。これらの効果により、ミームの進化は図1と
相当異なる格子状の系譜を示す（図2）。図2中、点線
は「ただちには有用」でなない研究対象のアイディア、
緑矢印はアイディア融合のためのミーム転送を示す。
科学･技術の研究では、 ①は異分野のアイディアの融

合による斬新なパラダイムの開拓を可能にし、 ②は比
較的長期な研究を可能にし、 ③と④は淘汰をより早く
行える。これは遺伝子の進化と比べると大変大きな利
点である。量子情報の研究も、量子力学、情報科学、固
体物理、量子光学、ナノテクノロジー等の先駆的アイディ
アを拝借し融合させ、国家予算を運用して進められて
いる。生態進化にはないこれらの利点を十二分に発揮
し、是非素晴らしい成果を上げ、図2の実線で示せるよ
うな分枝を作り上げたいものだ。


